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趙

均

錫

Ⅰ

犯
罪
被
害
者
支
援
の
沿
革

Ⅱ

犯
罪
の
現
状
と
犯
罪
被
害
者
の
実
態

1

犯
罪
の
現
状

2

犯
罪
被
害
者
の
実
態

Ⅲ

基
本
法
と
し
て
の
犯
罪
被
害
者
保
護
法

Ⅳ

経
済
的
支
援

1

犯
罪
被
害
者
救
助
金

2

そ
の
他
の
制
度

Ⅴ

刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
の
保
護

1

捜
査
手
続

2

裁
判
手
続

3

矯
正
・
保
護
手
続

Ⅵ

民
間
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
支
援
│
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅶ

今
後
の
課
題

1

よ
り
充
実
し
た
犯
罪
被
害
者
基
本
計
画
の
樹
立
・
施
行

2

多
様
な
法
的
支
援
方
案
の
模
索
│
刑
事
手
続
参
加
権
の
強
化
等

3

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
・
育
成
の
強
化

Ⅰ

犯
罪
被
害
者
支
援
の
沿
革

犯
罪
被
害
者
保
護
・
支
援
（
以
下
、
支
援
と
称
す
る
）
制
度
と
し
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
制
度
は
、
暴
行
や
傷
害
致
死
傷
な
ど
刑

事
事
件
の
被
害
者
が
犯
人
に
対
す
る
刑
事
裁
判
の
過
程
で
民
事
的
な
損
害
賠
償
命
令
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
賠
償
命
令
制
度
で
、

一
九
八
一
年
一
月
二
九
日
の

訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法

の
制
定
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
。
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そ
れ
か
ら
六
年
後
の
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
九
日
に
憲
法
が
改
正
さ
れ
、
犯
罪
被
害
者
の
裁
判
手
続
陳
述
権
（
第
二
七
条
第
五
項
。

犯
罪
被
害
者
は
法
律
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
事
件
の
裁
判
手
続
で
陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
犯
罪
被
害
者
救
助
権
（
第
三
〇
条
。

他
人
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
生
命
・
身
体
に
被
害
を
受
け
た
国
民
は
法
律
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
国
か
ら
救
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
）

が
国
民
の
基
本
権
の
一
つ
と
し
て
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
憲
法
に
犯
罪
被
害
者
の
権
利
を
規
定
し
た
国
は
、
韓
国
以
外
に
は
ス
イ

ス
や
タ
イ
し
か
な
い
く
ら
い
異
例
な
こ
と
で
あ
る
。
改
正
さ
れ
た
憲
法
を
根
拠
と
し
て
、
一
九
八
七
年
一
一
月
二
八
日
に

犯
罪
被

害
者
救
助
法

が
制
定
さ
れ
（
ア
ジ
ア
の
犯
罪
被
害
者
補
償
制
度
と
し
て
は
香
港
、
日
本
に
引
き
続
き
三
番
目
）、
刑
事
訴
訟
法
に
裁
判

手
続
陳
述
権
（
意
見
陳
述
権
）
が
規
定
さ
れ
た
（
第
二
九
四
条
の
二
）。

こ
の
よ
う
な
憲
法
精
神
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯
罪
者
の
人
権
保
障
に
重
点
を
置
い
た
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
並
び
に
政
府
と
国
民
の

無
関
心
に
よ
り
、
上
記
の
制
度
は
十
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
一
九
九
一
年
四
月

一
三
日
に
韓
国
性
暴
力
相
談
所
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
性
暴
力
や
家
庭
内
暴
力
の
女
性
被
害
者
の
権
利
保
護
の
た
め
の
民
間
団
体
の
活

動
が
活
発
に
な
り
、
一
九
九
二
年
四
月
二
五
日
に
は

韓
国
被
害
者
学
会

（
初
代
会
長
、
閔
建
植
弁
護
士
）
が
設
立
さ
れ
る
と
い

う
学
問
的
な
研
究
活
動
に
も
裏
打
ち
さ
れ
、
性
暴
力
（
一
九
九
四
年
）
や
家
庭
内
暴
力
（
一
九
九
七
年
）
な
ど
個
々
の
犯
罪
類
型
の
被

害
者
支
援
の
た
め
の
法
律
と
制
度
が
作
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
や
交
通
犯
罪
を
始
め
と

す
る
一
般
犯
罪
の
被
害
者
は
勿
論
、
犯
罪
行
為
に
起
因
す
る
集
団
災
害
の
被
害
者
に
対
す
る
支
援
は
殆
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
大
邱
地
方
検
察
庁
金
泉
支
庁
（
趙
均
錫
支
庁
長
）
の
後
援
に
よ
り
民
間
レ
ベ
ル
で
犯
罪
被
害
者
を
支
援
す
る

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
社
会
的
関
心
が
急
激
に
高
ま
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
法
務
部
・
検
察
・
警
察
が
そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
に
犯
罪
被
害
者
支
援
策
を
樹
立
し
、
司
法
改
革
推
進
委
員
会
も
犯
罪

被
害
者
支
援
制
度
の
施
行
を
政
府
に
要
請
す
る
に
至
っ
た
。

そ
の
結
果
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
三
日
、

犯
罪
被
害
者
保
護
法

が
制
定
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
四
日
か
ら
施
行
さ
れ
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た
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の
各
種
制
度
が
新
た
に
導
入
・
整
備
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
は
正
に
今
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
ル

ネ
サ
ン
ス
を
迎
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
（
韓
国
に
お
け
る
被
害
者
支
援
の
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
は
巻
末
表
3
参
照
）。

Ⅱ

犯
罪
の
現
状
と
犯
罪
被
害
者
の
実
態

1

犯
罪
の
現
状

二
〇
〇
六
年
の
総
犯
罪
発
生
件
数
は
一
、
八
二
九
、
二
一
一
件
で
、
一
九
七
七
年
の
五
〇
六
、
五
四
五
件
と
比
べ
る
と
、
三
〇
年
間

に
三
・
六
倍
に
増
加
し
、
人
口
一
〇
万
人
当
り
の
発
生
件
数
で
は
同
期
間
中
、
一
、
三
九
一
件
か
ら
三
、
七
四
三
件
と
、
二
・
七
倍
に

増
加
し
て
い
る
。
特
に
、
生
命
・
身
体
・
財
産
に
重
大
な
侵
害
を
引
き
起
こ
す
重
大
犯
罪
は
、
殺
人
二
・
一
倍
（
五
〇
六
件
か
ら
一
、

〇
六
四
件
）、
強
盗
三
・
九
倍
（
一
、二
一
〇
件
か
ら
四
、
六
八
四
件
）、
強
姦
等
性
犯
罪
四
・
二
倍
（
三
、二
四
四
件
か
ら
一
三
、五
七
三

件
）、
放
火
四
・
九
倍
（
三
四
三
件
か
ら
一
、六
八
五
件
）
に
増
加
し
た
。
近
年
も
殺
人
・
強
姦
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
強
盗
・
窃
盗
・

暴
力
は
僅
か
に
減
少
し
た
も
の
の
、
相
変
ら
ず
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
国
民
が
日
常
生
活
に
お
い
て
肌
で
感
じ
る

犯
罪
被
害
の
不
安
感
（fe
ar

of
cri

m
e

）
は
深
刻
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
犯
罪
と
関
わ
る
大
規
模
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。
最
近
の
事
故
で
は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
一
八
日
に

発
生
し
た
大
邱
地
下
鉄
火
災
が
あ
り
、
世
の
中
を
悲
観
し
た
精
神
異
常
者
に
よ
る
地
下
鉄
へ
の
放
火
で
一
九
二
人
の
市
民
が
死
亡
し
、

一
四
七
人
が
負
傷
し
た
。

2

犯
罪
被
害
者
の
実
態

二
〇
〇
六
年
、
韓
国
刑
事
政
策
研
究
院
は
四
八
四
人
（
男
性
二
四
三
人
、
女
性
二
四
一
人
）
の
犯
罪
被
害
者
を
対
象
と
し
た
韓
国
で
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最
初
と
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴

第
一
次
被
害

事
件
直
後
の
犯
罪
被
害
者
の
精
神
状
態
は
、
非
常
に
怒
り
を
感
じ
る
（
八
〇
・
七
%
）、
不
安
（
七
四
%
）、
沈
鬱
（
六
八
・
八
%
）、

精
神
不
安
定
（
六
四
・
三
%
）
の
順
で
、
非
常
に
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
被
害
の
種
類
別
に
み
た
被
害
の
深
刻
度
で
は
、
精
神
的

被
害
（
六
二
・
一
%
）、
経
済
的
被
害
（
四
三
%
）、
身
体
的
被
害
（
四
〇
・
一
%
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
精
神
的
被
害
が
大
き
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
精
神
科
医
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
相
談
を
受
け
た
者
は
三
八
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
被
害
の
種
類
を
問
わ
ず
、

人
口
動
体
的
属
性
（
性
別
・
教
育
）、
生
活
環
境
（
結
婚
・
住
居
・
同
居
）、
社
会
経
済
（
職
業
・
収
入
・
地
位
）
的
に
よ
り
低
い
地
位
に

い
る
被
害
者
の
被
害
が
よ
り
深
刻
で
あ
っ
た
。

犯
罪
被
害
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
な
い
と
い
う
回
答
は
二
・
二
%
に
過
ぎ
ず
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
相
談
・
対
話
（
五
九
%
）、

精
神
支
援
・
慰
労
（
五
三
・
一
%
）、
警
察
へ
の
申
告
（
四
六
・
二
%
）、
警
察
か
ら
の
支
援
（
四
一
・
六
%
）、
家
族
の
世
話
（
三
五
・

三
%
）、
身
辺
保
護
（
三
四
・
五
%
）、
緊
急
支
援
（
三
〇
・
四
%
）、
看
護
・
救
護
（
二
八
・
八
%
）
の
順
で
あ
っ
た
。

⑵

第
二
次
被
害

犯
罪
被
害
者
は
犯
罪
に
よ
る
直
接
被
害
の
外
に
、
二
次
的
に
も
多
く
の
被
害
、
例
え
ば
、
不
眠
症
・
空
虚
感
（
八
七
・
七
%
）、
職

場
（
七
五
・
一
%
）・
家
族
（
六
四
・
五
%
）・
近
隣
（
五
八
・
五
%
）
関
連
の
被
害
、
刑
事
・
賠
償
手
続
の
煩
雑
さ
（
五
一
・
四
%
）、

警
察
（
四
二
・
七
%
）・
加
害
者
（
二
六
%
）・
言
論
（
一
一
・
二
%
）
に
よ
る
被
害
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
る
。

そ
の
う
ち
六
四
・
四
%
の
被
害
者
に
は
支
援
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
支
援
者
は
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
三
五
・
二
%
）、
家

族
・
親
族
（
三
一
・
八
%
）
の
順
で
あ
っ
た
。
支
援
を
受
け
な
か
っ
た
理
由
は
、
自
ら
解
決
（
三
七
・
一
%
）
以
外
で
は
、
誰
に
要
請
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し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
（
二
七
・
一
%
）、
誰
も
手
伝
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
（
二
一
・
四
%
）
と
回
答
し
て
お
り
、
被
害
が
回

復
し
た
場
合
（
三
二
・
六
%
）
よ
り
、
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
（
四
四
・
二
%
）
が
多
か
っ
た
。

第
二
次
被
害
も
第
一
次
被
害
と
同
様
、
よ
り
低
い
地
位
に
あ
る
被
害
者
の
場
合
に
被
害
が
概
し
て
深
刻
だ
っ
た
が
、
支
援
は
む
し

ろ
よ
り
多
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

Ⅲ

基
本
法
と
し
て
の
犯
罪
被
害
者
保
護
法

一
般
的
に
犯
罪
被
害
者
に
は
、
①
公
正
な
待
遇
を
受
け
る
権
利
、
②
情
報
を
提
供
さ
れ
る
権
利
、
③
被
害
回
復
の
権
利
、
④
意
見

を
述
べ
る
権
利
、
⑤
支
援
を
受
け
る
権
利
、
⑥
再
被
害
か
ら
守
ら
れ
る
権
利
、
⑦
平
穏
か
つ
安
全
に
生
活
す
る
権
利
な
ど
が
あ
る
と

言
え
る
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
被
害
者
の
権
利
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
代
は
経
済
的
支
援
、
一
九
七

〇
年
代
は
民
間
団
体
の
支
援
が
、
一
九
八
〇
年
と
一
九
九
〇
年
代
は
法
的
・
制
度
的
支
援
が
始
ま
っ
た
が
、
最
近
で
は
刑
事
司
法
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
一
歩
進
ん
で
社
会
福
祉
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
で
も
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
発
展
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
三
日
に
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の
基
本
法

と
し
て
五
章
二
七
条
文
か
ら
成
る

犯
罪
被
害
者
保
護
法

を
制
定
し
た
。
主
な
内
容
を
見
る
と
、
第
一
章
の
総
則
に
、
法
律
の
目

的
、
犯
罪
被
害
者
の
定
義
、
国
家
及
び
地
方
自
治
体
・
国
民
の
責
務
を
規
定
し
、
第
二
章
に
は
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の
基
本

施
策
と
し
て
損
害
回
復
、
刑
事
手
続
参
加
の
保
障
、
私
生
活
の
平
穏
と
身
辺
保
護
に
関
し
て
規
定
し
て
い
る
。
第
三
章
は
、
犯
罪
被

害
者
に
対
す
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
支
援
の
た
め
に
、
法
務
部
長
官
が
五
年
ご
と
に
基
本
計
画
を
定
め
、
法
務
部
長
官
及
び
中
央

行
政
機
関
の
長
並
び
に
地
方
自
治
体
の
長
は
年
度
別
施
行
計
画
を
樹
立
・
施
行
す
る
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
第
四
章
は
、
民
間
の

犯
罪
被
害
者
支
援
法
人
に
対
す
る
国
家
及
び
地
方
自
治
体
の
財
政
的
支
援
に
関
し
て
規
定
し
て
い
る
。
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犯
罪
被
害
者
保
護
法
の
施
行
後
、
法
務
部
は
二
〇
〇
六
年
一
二
月
四
日
に
犯
罪
被
害
者
基

本
計
画
（
二
〇
〇
七
年
│
二
〇
一
一
年
）
を
定
め
、
二
〇
〇
七
年
六
月
か
ら
中
央
行
政
機
関
・

地
方
自
治
体
・
民
間
機
関
が
共
に
参
加
す
る

犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
総
合
（
ワ
ン
・
ス
ト

ッ
プ
）
支
援
体
制

を
樹
立
・
施
行
し
て
い
る
。

Ⅳ

経
済
的
支
援

1

犯
罪
被
害
者
救
助
金

人
の
生
命
又
は
身
体
を
害
す
る
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
者
の
遺
族
又
は
重
障
害
を

受
け
た
者
は
、
犯
罪
被
害
者
救
助
法
に
基
づ
き
法
定
の
救
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
被
害
者
は
、
加
害
者
の
不
明
又
は
無
資
力
の
理
由
で
被
害
の
全
部
又
は
一
部
の
賠
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
、
自
分
又
は
他
人
の
刑
事
事
件
の
捜
査
又
は
裁
判
に
お
い
て

告
訴
、
告
発
等
捜
査
の
手
が
か
り
の
提
供
、
陳
述
、
証
言
又
は
資
料
提
出
と
の
関
係
で
被
害

者
に
な
っ
た
時
は
救
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
救
助
要
件
を
満
た
し
て
も
被
害
者
と
加
害
者
が
親
族
関
係
（
事
実
上
の
婚
姻
関
係

を
含
む
）
に
あ
る
場
合
、
被
害
者
が
犯
罪
行
為
を
誘
発
し
、
あ
る
い
は
犯
罪
被
害
の
発
生
に
つ
き
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
あ
る
場

合
、
そ
の
他
社
会
通
念
上
救
助
金
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
時
は
、
救
助
金
の
全
部
又
は
一
部

を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

救
助
金
に
は
遺
族
救
助
金
と
障
害
救
助
金
の
二
種
類
が
あ
る
。
死
亡
し
た
場
合
の
遺
族
救
助
金
は
一
、
〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
、
重
障

表1 犯罪被害者救助金の支給状況

区分
申請 支給

件数 金額（百万ウォン） 件数 金額（百万ウォン）

2002年 83 794 59 564

2003年 87 827 57 517

2004年 128 1,169 74 642

2005年 197 1,821 103 911

2006年 203 1,825 126 1,120

2007年 260 2,449 168 1,604
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害
の
場
合
の
障
害
救
助
金
は
障
害
等
級
に
よ
っ
て
一
級
六
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
、
二
級
四
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
、
三
級
三
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
と
な

っ
て
い
る
。
救
助
金
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
現
実
問
題
と
し
て
余
り
に
も
僅
か
で
、
大
し
て
役
に
立
た
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
た

め
（
表
1
）、
二
〇
〇
九
年
か
ら
は
遺
族
救
助
金
は
五
、
〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
に
増
額
し
、
障
害
救
助
金
も
一
〇
等
級
ま
で
拡
大
し
て
増

額
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

救
助
金
の
申
請
期
間
は
犯
罪
被
害
の
発
生
を
知
っ
た
日
か
ら
二
年
又
は
当
該
犯
罪
被
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
五
年
で
あ
り
、
救
助

金
の
審
議
及
び
決
定
は
各
地
方
検
察
庁
に
設
置
さ
れ
た
犯
罪
被
害
救
助
審
議
会
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

2

そ
の
他
の
制
度

犯
罪
被
害
者
救
助
金
以
外
の
経
済
的
支
援
制
度
と
し
て
は
、
①
強
力
・
麻
薬
犯
罪
等
特
定
犯
罪
（
特
定
犯
罪
申
告
者
等
保
護
法
第
一

四
条
）
又
は
性
売
買
目
的
の
人
身
売
買
等
犯
罪
の
申
告
者
（
性
売
買
斡
旋
等
行
為
者
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
第
二
八
条
）
に
対
す
る
救
助

金
、
②
無
保
険
車
交
通
事
故
及
び
ひ
き
逃
げ
事
故
に
対
す
る
補
償
金
（
死
亡
最
高
一
億
ウ
ォ
ン
、
負
傷
二
、〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
、
後
遺
障

害
一
億
ウ
ォ
ン
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
第
五
章
）、
③
名
誉
あ
る
死
傷
者
補
償
金
（
名
誉
あ
る
死
傷
者
の
礼
遇
に
関
す
る
法
律
）、
④

性
暴
力
・
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
に
対
す
る
医
療
費
支
援
、
⑤
一
時
的
な
緊
急
状
態
で
生
計
維
持
等
が
難
し
く
な
っ
た
性
暴
力
・
家

庭
内
暴
力
・
放
任
・
遺
棄
・
虐
待
行
為
の
被
害
者
に
対
す
る
緊
急
支
援
、
⑥
韓
国
法
律
救
助
公
団
に
よ
る
訴
訟
代
理
・
無
料
弁
護
・

法
律
相
談
等
の
法
律
救
助
制
度
（
法
律
救
助
法
第
二
一
条
の
二
）
な
ど
が
あ
る
。

Ⅴ

刑
事
手
続
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
の
保
護

犯
罪
被
害
者
は
犯
罪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者
と
し
て
捜
査
機
関
に
犯
罪
者
を
告
訴
し
（
告
訴
人
）、
又
は
被
害
を
申
告
す
る
地
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位
（
被
害
申
告
者
）
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
捜
査
機
関
が
犯
罪
者
を
検
挙
し
、
又
は
証
拠
を
収
集
す
る
過
程
で
参
考
人
に
な
っ
た
り

す
る
。
ま
た
、
裁
判
手
続
に
お
い
て
は
犯
罪
被
害
の
主
体
と
し
て
意
見
を
述
べ
、
又
は
犯
罪
事
実
の
確
定
及
び
量
刑
を
決
め
る
際
に

必
要
な
陳
述
を
す
る
証
人
と
し
て
の
地
位
を
持
つ
。

被
害
者
は
こ
の
よ
う
な
刑
事
手
続
上
の
地
位
に
よ
り
、
捜
査
や
裁
判
手
続
で
特
別
な
保
護
を
受
け
る
。
そ
の
内
容
に
は
、
一
般
的

に
認
め
ら
れ
る
地
位
と
、
特
定
強
力
犯
罪
、
性
暴
力
犯
罪
、
家
庭
内
暴
力
犯
罪
、
特
定
強
力
・
麻
薬
犯
罪
及
び
犯
罪
団
体
関
連
犯
罪
、

性
売
買
犯
罪
、
青
少
年
性
的
搾
取
・
虐
待
犯
罪
等
特
別
犯
罪
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
地
位
が
あ
る
（
巻
末
表
4
参
照
）。
特
に
、
二
〇

〇
七
年
六
月
一
日
に
公
布
さ
れ
（
二
〇
〇
七
年
四
月
三
〇
日
国
会
通
過
）、
二
〇
〇
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
刑
事
訴
訟

法
は
、
犯
罪
被
害
者
の
保
護
の
た
め
、
①
信
頼
関
係
者
の
同
席
（
第
一
六
三
条
の
二
、
第
二
二
三
条
第
三
項
、
第
二
七
六
条
の
二
）、
②

ビ
デ
オ
等
中
継
装
置
及
び
遮
蔽
設
備
等
の
設
置
に
よ
る
尋
問
（
第
一
六
五
条
の
二
）、
③
被
害
者
通
知
（
第
二
五
九
条
の
二
）、
④
被
害

者
の
意
見
陳
述
権
の
強
化
（
第
二
九
四
条
の
二
、
第
二
九
四
条
の
三
）、
⑤
被
害
者
の
記
録
閲
覧
・
謄
写
（
第
二
九
四
条
の
四
）
に
関
す

る
新
し
い
規
定
を
導
入
し
た
が
、
こ
こ
で
は
刑
事
手
続
上
被
害
者
に
認
め
ら
れ
る
一
般
的
な
制
度
に
関
し
て
簡
単
に
言
及
す
る
。

1

捜
査
手
続

⑴

法
令
上
認
め
ら
れ
る
制
度

一
般
的
に
犯
罪
被
害
者
は
告
訴
す
る
こ
と
が
で
き
（
刑
訴
法
第
二
二
三
条
）、
告
訴
・
告
発
事
件
に
関
す
る
検
事
の
不
起
訴
処
分
に

対
し
て
は
高
等
検
察
庁
に
抗
告
を
、
大
検
察
庁
に
再
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
（
検
察
庁
法
第
一
〇
条
第
一
項
）、
憲
法
裁
判
所
に
憲

法
訴
願
審
判
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
憲
法
裁
判
所
法
第
六
八
条
第
一
項
）。

ま
た
、
す
べ
て
の
犯
罪
の
告
訴
事
件
及
び
公
務
員
の
職
権
濫
用
（
刑
法
第
一
二
三
条
）、
不
法
逮
捕
・
監
禁
（
第
一
二
四
条
）、
暴

行
・
苛
酷
行
為
（
第
一
二
五
条
）
に
関
す
る
告
発
事
件
の
不
起
訴
処
分
に
対
し
て
は
、
高
等
法
院
に
裁
定
申
請
（
刑
訴
法
第
二
六
〇
条
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第
一
項
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
定
申
請
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
公
務
員
の
犯
罪
に
限
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
二
〇
〇
七
年

六
月
一
日
に
改
正
さ
れ
た
改
正
刑
事
訴
訟
法
に
よ
っ
て
、
全
て
の
犯
罪
の
告
訴
事
件
に
ま
で
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

他
に
、
告
訴
・
告
発
事
件
の
犯
罪
被
害
者
に
は
、
公
訴
提
起
・
不
起
訴
な
ど
刑
事
手
続
に
関
す
る
通
知
（
刑
訴
法
第
二
五
九
条
）、

記
録
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
権
（
検
察
保
存
事
務
規
則
）、
押
収
物
の
還
付
・
仮
還
付
権
（
刑
訴
法
第
二
一
九
条
、
第
一
三
三
条
第
一
項
、

第
一
三
四
条
）
が
認
め
ら
れ
る
。

⑵

捜
査
機
関
に
お
け
る
施
策

①

警
察

警
察
は
、

犯
罪
被
害
者
保
護
規
則

（
二
〇
〇
四
年
八
月
一
七
日
警
察
庁
訓
令
第
四
二
八
号
）
及
び

人
権
保
護
の
た
め
の
警
察
官

職
務
規
則

（
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
四
日
警
察
庁
訓
令
第
四
六
一
号
）
を
制
定
し
て
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の
多
く
の
施
策
を
施
行

し
て
い
る
。

ま
ず
、
二
〇
〇
五
年
八
月
三
一
日
か
ら
は
、
ソ
ウ
ル
を
含
め
全
国
八
カ
所
の
地
方
警
察
庁
で
警
察
病
院
及
び
大
学
病
院
と
連
携
し

た

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
性
暴
力
・
学
校
暴
力
・
家
庭
内
暴
力
・
性
売
買
被
害
者
に
対
す
る
二

四
時
間
体
制
の
医
療
・
相
談
・
捜
査
・
法
律
支
援
活
動
を
展
開
し
、
心
理
専
門
職
員
を
中
心
と
す
る

C
A
R
E

（Crisis‐
Inter‑

v
e
ntio

n,
A
ssista

n
ce&

R
esp

o
n
se

）
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
、
強
力
犯
罪
の
被
害
者
に
対
し
犯
罪
発
生
直
後
か
ら
心
理
的
な
支
援
活

動
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
警
察
庁
の
人
権
保
護
セ
ン
タ
ー
内
に
被
害
者
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
各
種
支
援
活
動
を
展
開
し
、
最
近
で
は
犯
罪

情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、
事
件
捜
査
の
進
行
過
程
を
段
階
毎
に
被
害
者
の
携
帯
電
話
へ
自
動
的
に
通
知
し
て
い
る
。
そ
の
他

に
、
警
察
車
輌
を
改
造
し
て
作
っ
た
移
動
式
被
害
者
調
査
室
を
稼
働
さ
せ
た
り
、
全
国
の
警
察
署
に
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
で
構
成
さ
れ
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た
被
害
者
支
援
協
議
会
の
設
置
を
支
援
し
て
協
力
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

②

検
察

警
察
の
捜
査
初
期
段
階
で
は
ま
だ
加
害
者
と
被
害
者
の
判
別
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
が
、
検
察
捜
査
段
階
に
な
れ
ば
被
害
者
性
が

明
確
に
な
る
た
め
、
検
察
の
被
害
者
支
援
こ
そ
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
同
時
に
、
公
益
を
代
表
す
る
と
い
う
意
味
で
も
被
害
者
支
援

に
お
け
る
検
察
が
占
め
る
位
置
と
役
割
は
大
き
い
と
言
え
る
。

検
察
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
日
か
ら
自
主
的
な
犯
罪
被
害
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
警
察
に
対
す
る
徹
底
的
な
指
揮
を
行

う
と
同
時
に
、
検
察
庁
毎
の
民
間
犯
罪
被
害
者
支
援
団
体
の
設
立
を
内
容
と
す
る

犯
罪
被
害
者
保
護
及
び
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
方

案

を
施
行
し
て
い
る
。
こ
の
方
案
に
よ
り
、
被
害
者
支
援
課
な
ど
被
害
者
支
援
の
専
門
部
署
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害

者
通
知
範
囲
を
拡
大
し
、
被
害
の
状
況
を
調
査
す
る
内
部
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
六
月
二
六
日
、

人
権
保

護
捜
査
準
則

（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
七
日
法
務
部
訓
令
第
四
七
四
号
）
を
全
面
改
正
し
、
被
害
者
人
権
保
護
の
た
め
の
規
定
を
大
幅

に
新
設
し
、
二
〇
〇
八
年
五
月
一
日
に
は

犯
罪
被
害
者
保
護
及
び
支
援
に
関
す
る
指
針

（
大
検
察
庁
例
規
第
四
三
二
号
）
を
制
定

し
て
総
合
的
な
犯
罪
被
害
者
保
護
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
検
察
は
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
か
ら
被
害
者
及
び
児
童
・
女
性
専
用
電
子
調
査
室
を
設
置
し
、
犯
罪
被
害
者
に
対
し

て
映
像
録
画
調
査
（
事
情
聴
取
）
を
実
施
し
、
二
〇
〇
六
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
法
令
上
の
根
拠
は
な
い
も
の
の
、
内
部
指
針
に
よ

っ
て
一
部
告
訴
事
件
に
関
し
て
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
和
解
仲
裁
部
に
被
害
者
│
加
害
者
の
和
解
仲
裁
を
依
頼
し
、
そ
の
結

果
を
事
件
処
理
に
反
映
す
る

告
訴
事
件
和
解
仲
裁
制
度

（
刑
事
調
停
制
度
）
を
実
施
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
一
月
か
ら
一
二
月

三
一
日
ま
で
の
間
に
全
国
五
六
カ
所
の
検
察
庁
か
ら
委
託
さ
れ
た
刑
事
調
停
件
数
は
七
、
九
六
三
件
で
、
終
決
事
件
中
、
三
、
六
八
〇

件
に
お
い
て
調
停
が
成
立
し
、
調
停
成
立
率
は
四
六
・
二
%
に
上
る
。
こ
の
制
度
は
、
修
復
的
司
法
の
実
現
と
い
う
側
面
で
非
常
に

肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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2

裁
判
手
続

⑴

犯
罪
被
害
者
の
手
続
参
加
権
と
し
て
の
意
見
陳
述
権
（
法
廷
陳
述
権
）

陳
述
権
は
犯
罪
被
害
者
の
申
請
が
あ
る
場
合
に
法
院
が
証
人
と
し
て
当
該
事
件
に
関
し
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
る
制
度
で
あ

る
が
（
刑
訴
法
第
二
九
四
条
の
二
）、
改
正
前
の
制
度
は
排
除
事
由
が
広
範
な
上
、
公
訴
事
実
の
立
証
と
は
関
係
な
い
量
刑
の
た
め
に

は
被
害
者
に
意
見
陳
述
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
し
な
い
裁
判
実
務
の
た
め
、
そ
の
実
効
性
は
非
常
に
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
改
正
刑
訴
法
で
は
、
陳
述
権
の
申
請
主
体
が
被
害
者
の
他
に
法
定
代
理
人
ま
で
拡
大
さ
れ
（
本
人
の
死
亡
し
た
場
合
は

親
族
、
直
系
親
族
又
は
兄
弟
姉
妹
を
含
む
。）、
捜
査
手
続
で
充
分
に
陳
述
し
、
改
め
て
陳
述
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
が

排
除
事
由
か
ら
除
か
れ
、
陳
述
の
内
容
も
被
害
の
程
度
及
び
結
果
、
被
告
人
の
処
罰
に
関
す
る
意
見
そ
の
他
当
該
事
件
に
関
す
る
意

見
と
明
白
に
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
刑
訴
法
第
二
九
四
条
の
二
）。

⑵

証
人
に
対
す
る
保
護

①

信
頼
関
係
者
の
同
席

法
院
は
犯
罪
被
害
者
を
証
人
尋
問
す
る
場
合
に
証
人
の
年
齢
、
心
身
の
状
態
、
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
証
人
が
著
し
く
不
安

又
は
緊
張
を
感
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
職
権
又
は
被
害
者
・
法
定
代
理
人
・
検
事
の
申
請
に
よ
り
被
害
者
と
信
頼
関

係
の
あ
る
者
を
同
席
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
法
第
一
六
三
条
の
二
第
一
項
）。
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
が
一
三
歳
未
満
で
あ
る
か
、

身
体
又
は
精
神
障
害
の
た
め
事
物
を
弁
別
し
、
又
は
意
思
を
決
め
る
能
力
が
乏
し
い
場
合
は
、
裁
判
に
支
障
を
生
ず
る
恐
れ
が
あ
る

な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
で
な
い
限
り
、
被
害
者
と
信
頼
関
係
の
あ
る
者
を
同
席
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
法
第
一
六
三
条

の
二
第
二
項
）。
こ
れ
は
性
暴
力
犯
罪
や
性
売
買
の
被
害
者
、
高
齢
者
・
児
童
虐
待
事
件
の
被
害
者
に
だ
け
認
め
ら
れ
た
信
頼
関
係
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者
の
同
席
が
一
般
犯
罪
の
被
害
者
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
信
頼
関
係
者
の
同
席
に
関
す
る
規
定
は
、
検
事
又
は
司
法
警

察
官
が
犯
罪
被
害
者
を
調
査
す
る
場
合
に
も
準
用
さ
れ
る
（
刑
訴
法
第
二
二
一
条
第
三
項
）。

②

ビ
デ
オ
等
中
継
装
置
及
び
遮
蔽
設
備
等
の
設
置
に
よ
る
尋
問

児
童
福
祉
法
関
連
犯
罪
の
被
害
者
、
青
少
年
の
性
保
護
に
関
す
る
法
律
で
規
定
し
た
犯
罪
の
対
象
に
な
る
青
少
年
又
は
被
害
者
、

犯
罪
の
性
質
、
証
人
の
年
齢
、
心
身
の
状
態
、
被
告
人
と
の
関
係
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
被
告
人
等
と
対
面
し
て
陳
述
す
る
場

合
、
心
理
的
な
負
担
で
精
神
の
平
穏
を
著
し
く
失
う
恐
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
は
、
ビ
デ
オ
等
中
継
装
置
に
よ
る
中

継
施
設
を
通
じ
て
尋
問
し
、
又
は
遮
蔽
設
備
等
を
設
置
し
て
尋
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
法
第
一
六
五
条
の
二
）。
こ
れ
は
性
暴

力
犯
罪
の
被
害
者
に
だ
け
認
め
ら
れ
て
い
た
制
度
が
一
般
犯
罪
の
被
害
者
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③

証
言
の
非
公
開

犯
罪
被
害
者
を
証
人
尋
問
す
る
場
合
、
被
害
者
・
法
定
代
理
人
・
検
事
の
申
請
に
よ
り
被
害
者
の
私
生
活
の
秘
密
及
び
身
辺
保
護

の
た
め
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
決
定
で
審
理
を
公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
法
第
二
九
四
条
の
三
第
一
項
）。
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
従
来
、
性
暴
力
犯
罪
・
家
庭
内
暴
力
犯
罪
・
性
売
買
の
被
害
者
に
だ
け
認
め
ら
れ
て
い
た
制
度
が
一
般
犯
罪
に
ま
で
拡
大
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑶

そ
の
他
の
制
度

検
事
は
、
犯
罪
被
害
者
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
（
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
親
族
・
直
系
親
族
・
兄
弟
姉
妹
を
含
む
）
の
申
請
に
よ

り
当
該
事
件
の
公
訴
提
起
の
有
無
、
公
判
の
日
時
・
場
所
、
裁
判
結
果
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
勾
留
・
釈
放
な
ど
拘
禁
に
関
す
る
事

実
等
を
速
か
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
刑
訴
法
第
二
五
九
条
の
二
）、
訴
訟
係
属
中
の
事
件
の
被
害
者
（
死
亡
し
、
又
は
身
心
に
重

大
な
障
害
の
あ
る
場
合
、
親
族
・
直
系
親
族
・
兄
弟
姉
妹
を
含
む
）、
法
定
代
理
人
又
は
こ
れ
ら
か
ら
委
任
を
受
け
た
被
害
者
本
人
の
親
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族
・
直
系
親
族
・
兄
弟
姉
妹
・
弁
護
士
は
、
訴
訟
記
録
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
刑
訴
法
第
二
九
四
条
の
四

第
一
項
）。

⑷

賠
償
命
令
と
民
事
上
の
争
い
に
関
す
る
刑
事
手
続
上
の
和
解

犯
罪
被
害
の
損
害
を
回
復
す
る
制
度
と
し
て
、
賠
償
命
令
と
民
事
上
の
争
い
に
関
す
る
刑
事
手
続
上
の
和
解
制
度
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
賠
償
命
令
は
暴
行
・
傷
害
致
死
傷
等
刑
事
事
件
の
被
害
者
が
犯
人
に
対
す
る
刑
事
裁
判
の
過
程
で
民
事
的
な
損
害
賠
償
命
令

ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
当
初
は
直
接
的
な
物
的
被
害
及
び
治
療
費
の
み
が
賠
償
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇

五
年
一
一
月
二
三
日
、

訴
訟
促
進
等
に
関
す
る
特
例
法

の
改
正
で
賠
償
命
令
の
範
囲
が
心
理
的
損
害
（
慰
謝
料
）
に
ま
で
拡
大

さ
れ
た
（
特
例
法
第
二
五
条
）。

ま
た
、
特
例
法
の
改
正
に
よ
り
、
民
事
上
の
争
い
に
関
す
る
刑
事
手
続
上
の
和
解
制
度
が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
被

告
人
と
被
害
者
の
間
に
被
告
事
件
に
関
す
る
民
事
上
の
争
い
に
対
し
て
合
意
が
成
立
し
た
場
合
に
、
当
該
刑
事
被
告
事
件
が
係
属
中

の
法
院
に
対
し
て
被
告
人
と
被
害
者
が
共
同
で
和
解
の
申
請
が
で
き
、
法
院
が
そ
の
内
容
を
公
判
調
書
に
記
載
し
た
と
き
、
裁
判
上

の
和
解
と
同
じ
効
力
を
持
つ
よ
う
に
す
る
制
度
で
あ
る
（
特
例
法
第
三
六
条
）。

3

矯
正
・
保
護
手
続

加
害
者
の
社
会
復
帰
や
更
生
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
被
害
者
の
被
害
回
復
や
被
害
感
情
の
緩
和
の
た
め
に
も
矯
正
・
保
護
手
続
に

お
け
る
被
害
者
へ
の
配
慮
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
矯
正
・
保
護
業
務
は
収
容
者
又
は
保
護
観
察
対
象
者
の
処
遇
を
通
じ
て
加
害

者
と
被
害
者
を
間
接
的
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
ま
で
は
被
害
者
に
対
す
る
配
慮
は
比
較
的
不
足
し
て
い
た
。
し
か
し
、

犯
罪
被
害
者
に
対
す
る
受
刑
者
の
刑
執
行
関
連
情
報
提
供
指
針

（
二
〇
〇
七
年
三
月
、
法
務
部
矯
正
局
）
や

保
護
観
察
対
象
者
関
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連
犯
罪
被
害
者
支
援
の
た
め
の
細
部
推
進
報
告

（
二
〇
〇
八
年
一
月
、
法
務
部
犯
罪
予
防
局
）
に
よ
り
、
矯
正
・

保
護
と
関
わ
る
情
報
を
被
害
者
に
提
供
し
、
保
護
観
察
所
又
は
矯
正
機
関
で
仮
釈
放
や
仮
退
院
の
審
査
を
す
る
と

き
に
被
害
者
と
の
和
解
な
ど
加
害
者
と
被
害
者
の
関
係
を
考
慮
し
、
ま
た
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
被
害

者
を
視
野
に
入
れ
た
処
遇
を
部
分
的
に
実
施
し
て
い
る
に
止
ま
る
。
こ
れ
か
ら
は
保
護
・
矯
正
機
関
に
お
い
て
も

犯
罪
被
害
者
支
援
に
よ
り
積
極
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅵ

民
間
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
支
援
│
│
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
社
会
が
結
束
し
、
地
域
内
の
犯
罪
被
害
者
（victi

m

）
が
安
心
し
て
被
害
か
ら
回
復
し
、
生
還
者
（su

r‑

viv
or

）
と
し
て
正
常
な
社
会
活
動
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
民
間
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

二
〇
〇
三
年
九
月
五
日
、
金
泉
・
亀
尾
で
初
め
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
に
全
国
五
六
カ
所
の
検

察
庁
所
在
地
で
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
九
月
三
日
に
は
全
国
組
織
の
全
国
犯
罪

被
害
者
支
援
連
合
会
が
設
立
さ
れ
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
の
性
暴
力
や
家
庭
内
暴
力
相
談
所
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
、
相
談
活
動

よ
り
は
事
件
直
後
の
危
機
介
入
や
医
療
支
援
活
動
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
見

る
と
、
ま
ず
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
直
接
面
接
を
通
じ
た
相
談
活
動
を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
直
接
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
事
件
直
後
の
危
機
介
入
、
情
報
提
供
及
び
刑
事
手
続
等
の
紹
介
、
法
廷
等
同
行
サ

ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
る
。
事
件
直
後
の
危
機
介
入
の
例
と
し
て
は
、
事
件
現
場
に
出
動
し
て
の
被
害
者
の
心
情
安
定
、
現
場
清
掃
や
子

供
の
面
倒
な
ど
被
害
と
関
連
し
た
家
事
を
代
行
す
る
生
活
支
援
、
緊
急
治
療
が
必
要
な
場
合
の
病
院
手
配
及
び
同
行
サ
ー
ビ
ス
、
報

表2 犯罪被害者支援センターの運営実績（2007年）（件）

合計 相談 経済・医療支援 和解仲裁 身辺保護 その他

40,115

（100 %）

12,705

（31.7 %）

2,747

（6.8 %）

7,912

（19.7 %）

510

（1.3 %）

16,241

（40.5 %）
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復
又
は
再
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
の
安
全
確
認
や
確
保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
、
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
協
力
病

院
の
指
定
を
通
じ
て
医
療
支
援
や
生
活
補
助
金
の
支
給
な
ど
経
済
的
支
援
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
個
別
的
な
支
援
活
動
の

他
に
、
犯
罪
被
害
者
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
国
民
に
対
す
る
理
解
を
広
げ
る
た
め
の
研
究
・
調
査
活
動
、
教
育
・
研
修
活
動
、
広
報

活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
最
近
は
、
検
察
と
連
携
し
て
刑
事
調
停
の
担
当
機
関
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
七

年
一
年
間
、
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
件
数
は
四
〇
、
一
一
五
件
で
、
そ
の
類
型
別
内
訳
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
、
検
察
庁
と
直
接
的
な
連
携
を
図
っ
て
活
動
し
、
法
務
部
が
セ
ン
タ
ー
の

管
理
・
監
督
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
台
湾
の
被
害
者
支
援
協
会
と
似
て
お
り
、
警
察
連
携

型
で
あ
る
日
本
の
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
異
な
る
。
第
二
に
、
セ
ン
タ
ー
の
設
立
や
運
営
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
犯

罪
予
防
自
願
委
員
（
日
本
の
保
護
司
に
当
た
る
）
と
緊
密
な
協
力
関
係
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
犯
罪
予
防
と
犯
罪
被
害

者
支
援
は
車
の
両
輪
と
も
い
う
べ
き
活
動
で
あ
る
が
、
お
互
い
に
独
自
の
活
動
領
域
を
持
っ
て
緊
密
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
第

三
に
、
捜
査
段
階
で
の
刑
事
調
停
を
担
当
す
る
機
構
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
刑
事

調
停
に
関
し
て
は
、
被
害
者
支
援
団
体
が
加
害
者
と
被
害
者
の
調
停
を
担
う
の
は
、
そ
の
公
正
さ
に
疑
問
を
差
し
挟
む
余
地
が
あ
り
、

本
来
の
支
援
活
動
が
萎
縮
す
る
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

Ⅶ

今
後
の
課
題

1

よ
り
充
実
し
た
犯
罪
被
害
者
基
本
計
画
の
樹
立
・
施
行

犯
罪
被
害
者
支
援
は
刑
事
政
策
的
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
不
足
で
あ
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
社
会
福

祉
政
策
の
よ
う
な
社
会
福
祉
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
、
住
宅
・
保
健
・
教
育
・
雇
用
な
ど
多
様
な
福
祉
支
援
策
が
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追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
充
実
し
た
犯
罪
被
害
者
基
本
計
画
の
樹
立
・
施
行
が
必
要
で
あ
り
、
特
に

地
域
住
民
に
一
番
身
近
な
地
方
自
治
体
の
犯
罪
被
害
者
に
関
す
る
関
心
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る
。

2

多
様
な
法
的
支
援
方
案
の
模
索
│
│
刑
事
手
続
参
加
権
の
強
化
等

刑
事
訴
訟
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
て
の
犯
罪
に
対
し
て
裁
定
申
請
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
国
民
参
加
裁
判
（
陪
審
）

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
犯
罪
被
害
者
の
刑
事
手
続
で
の
地
位
を
よ
り
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
犯
罪
被
害
者

が
刑
事
手
続
に
お
い
て
名
実
共
に
当
事
者
と
し
て
自
分
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
、
例
え
ば
犯
罪
被
害
者
や
遺
族
が

訴
訟
当
事
者
と
し
て
証
拠
申
請
・
証
人
尋
問
・
裁
判
官
の
忌
避
・
論
告
求
刑
・
上
訴
な
ど
訴
訟
行
為
を
直
接
行
う
か
、
少
な
く
と
も

法
廷
に
当
事
者
と
し
て
在
席
し
て
最
小
限
の
質
問
が
で
き
る
制
度
な
ど
の
導
入
を
積
極
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
近
、
法
務

部
は
犯
罪
被
害
者
が
証
人
で
は
な
く
参
加
人
と
し
て
裁
判
に
出
席
し
、
意
見
を
陳
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
被
害
者
参
加
意
見
陳
述
制

度
と
証
人
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

3

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
・
育
成
の
強
化

犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
人
的
・
物
的
・
金
銭
的
な
面
で
充
実
し
、

積
極
的
な
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
ン
グ
の
）
被
害
者
支
援

や

被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
被
害
者
の
目
線
に
合
わ
せ
た
支
援
活
動

を
展
開
す
る
よ
う
に
支
援
・
育
成
し
て
行
く
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
九
月
、
全
国
犯
罪
被
害
者
支
援
連
合
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
国
際
的
な
連
携
活
動
に

も
よ
り
関
心
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）

現
在
、
法
務
部
は
犯
罪
被
害
者
保
護
法
と
犯
罪
被
害
者
救
助
法
を
統
合
す
る
法
律
の
制
定
を
検
討
し
て
い
る
。
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（
2
）

法
務
部
は
犯
罪
被
害
者
法
を
改
正
す
る
際
に
、
刑
事
調
停
の
根
拠
を
法
律
に
定
め
る
予
定
で
あ
る
。

（
3
）

二
〇
〇
八
年
六
月
末
ま
で
の
依
頼
件
数
は
五
、六
五
九
件
で
、
前
年
同
期
間
に
比
べ
二
・
四
倍
増
加
し
た
。
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表3 犯罪被害者支援の経緯

年月日 内容 関係機関 備考

1981年1月29日 賠償命令制の導入（訴訟促進等に関する

特例法）

1987年10月29日 憲法改正

（§27⑤裁判手続陳述権、§30犯罪被害

者救助権）

1987年11月28日 犯罪被害者救助法（1988年7月1日 施行）

1991年4月13日 韓国性暴力相談所の開所

1992年4月25日 韓国被害者学会の設立

1994年1月5日 性暴力犯罪の処罰及び被害者保護等に関

する法律

1997年12月13日 家庭内暴力犯罪の処罰等に関する特例法

1997年12月31日 家庭内暴力防止及び被害者保護等に関す

る特例法

2000年2月3日 青少年の性保護に関する法律

2003年9月5日 金泉・亀尾被害者支援センターの設立

2004年6月7日 警察庁犯罪被害者対策室の設置 警察庁

2004年9月1日 犯罪被害者保護・支援強化のための総合

対策

法務部

2004年10月1日 犯罪被害者保護及び支援に関する指針 大検察庁

2004年12月24日 被害者専用調査室の設置、映像録画調査 大検察庁 ソウル南部地

検示範実施

2005年2月 犯罪被害者支援センターの全国拡大設立

（56カ所）

2005年12月14日 訴訟促進等に関する特例法の改正

（賠償命令の範囲拡大、刑事和解制も新設）

11月23日国会

通過

2005年12月23日 犯罪被害者保護法の制定

（2006年3月24日施行）

12月1日国会

通過

2006年4月1日 告訴事件和解・仲裁制度の示範実施 大検察庁 2007年8月全

国施行

2006年12月4日 犯罪被害者基本計画（2007－2011）の確定 法務部

2007年6月1日 刑事訴訟法の改正

（信頼関係者の同席など、被害者保護規

定の新設）

2008年1月1

日施行

2008年9月3日 全国被害者支援連合会の設立
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表4 刑事手続における犯罪被害者保護規定

法律

内容

規 定

旧刑事
訴訟法

特強法
性暴力
処罰法

家庭内暴
力処罰法

申告者
保護法

性売買
処罰法

その他

改正刑事

訴訟法

被害者陳述 §294の2 §33②
拡大

§294の2

信頼関係者

の同席
§22の3 §8

老人福祉法

§39の8

児童福祉法

§28

§163の2

§221

保佐人の指

定
§6

映像物撮影

保存
§21の2 §10 §6③

ビデオ中継

方式による

尋問

§22の4 §165の2

審理・証言

非公開
§22 §32 §11 §9 §294の3

専門家の意

見照会
§22の2 §294

応急措置臨

時措置
§29

老人福祉法

§39の 7

児童福祉法

§27

身辺安全措

置
§7 §20 §13 §6③

出版物等か

らの保護
§8 §20 §18②

青少年

性保護法

§18④

身元公開・

私生活秘密

侵害禁止

§21
§18①

秘密漏洩

§8

身元公開
§6③

青少年

性保護法

§18①‐③

被害者通知 §15 §259の2

記録閲覧・

謄写
§294の4

韓国における犯罪被害者支援の動向

69




